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Chas-Sullivan([1])により発見された有向閉多様体の自由ループ空間のホモロジー上の

次数付き可換代数の構造は，Cohen-Godin([2])により一般化され，2次元の位相的量子場

理論を成す事が示された．つまり，コンパクトな有向 2次元コボルディズムに対し，それ

に付随する (ストリング作用素と呼ばれる)作用素がホモロジー上に定義される．しかし

Tamanoi([4])は，与えられたコボルディズムの種数が 1以上である場合に，それに付随

するストリング作用素が自明である事を示した．

この Tamanoi の結果を受け，Félix-Thomas([3]) はストリングトポロジーの理論を

Gorenstein空間上の理論に拡張した．本講演では，有理数体上の場合に Gorenstein空間

上の種数 1 の有向 2 次元コボルディズムに付随するストリング作用素について得られた

結果について紹介したい．
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